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１ もりおかＰＰＰプラットフォーム設置の背景  
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 公共施設保有最適化･長寿命化中期計画 

庁舎や学校、市営住宅など367施設について，施設ごとに具
体的な見直しの方向性や長寿命化に向けた工事の実施時期
などを定める計画 （計画期間：28年度から37年度） 

事業規模 542億7600万円 
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工事の種類 修繕 大規模改修 建替え 解体・減築 合計（件） 

実施計画 11 55 3 14 83 

中期計画を円滑に推進するため、向こう３年間に実施する事業を
定める計画（H29～31年度） 

修繕 大規模改修 建替え 解体・減築 

1.飯岡出張所 

2.飯岡農業構造

改善センター 

3.飯岡地区公民

館 

4.飯岡地区保健

センター 

5.盛岡市立総合

プール 

6.渋民文化会館 

7.渋民公民館 

8.盛岡南運動公

園球技場 

9.渋民図書館 

10.厨川小学校

（校舎） 

11.下橋中学校

（校舎） 

1.青山支所 

2.巻堀出張所 

3.青山地区活動

センター 

4.中央公民館 

5.仙北地区活動

センター 

6.砂子沢生活改

善センター 

7.芋田地区コミュ

ニティセンター 

8.就業改善セン

ター 

9.好摩地区公民

館 

10.農民研修セン

ター 

11.青山老人福

祉センター 

12.山岸老人福

祉センター 

13. 武道館 

14. 山岸児童セ

ンター 

15.川目アパート 

16.仁王小学校

（校舎） 

17.緑が丘小学

校(屋内運動

場） 

18.大新小学校

（校舎） 

19.厨川中学校

（屋内運動場） 

20.城西中学校

（校舎） 

21.サンライフ盛

岡 

22.都南勤労福

祉会館 

23.姫神地区振

興センター 

24.岩洞生活改

善センター 

25.法領田アパー

ト 

26.青山小学校

（屋内運動場） 

27.見前小学校

（プール） 

28.北陵中学校

（校舎） 

29.城南小学校

（屋内運動場） 

30.城東中学校

（屋内運動場） 

31.大宮中学校

（屋内運動場） 

32.中野小学校

（プール） 

33.見前小学校

（校舎） 

34.見前小学校

（屋内運動場） 

35.大葛地区振

興センター 

36.庄ケ畑地区

振興センター 

37.中津川地区

振興センター 

38.好摩地区コ

ミュニティセン

ター 

39.上田老人福

祉センター 

40.ひまわり学園 

41.山王老人福

祉センター 

42.地域福祉セン

ター 

43.生出スキー場 

44.上田児童セン

ター 

45.山王児童セン

ター 

46.緑が丘小学

校（校舎） 

47.松園小学校

（校舎） 

48.松園小学校

（プール） 

49.大新小学校

（プール） 

50.月が丘小学

校（校舎） 

51.厨川小学校

（屋内運動場） 

52.下小路中学

校（校舎） 

53.仙北小学校

（屋内運動場） 

54.本宮小学校

（校舎） 

55.中野小学校

（校舎） 

 

1.加賀野地区
活動センター 

2.玉山歴史民
俗資料館 

3.石川啄木記
念館 

1.肴町分庁舎 
2.女性センター別
館 

3.みたけ保育園 
4.旧とりょう保育園 
5.中央通勤労青少
年ホーム 

6.永井保育園 
7.川目生活改善セ
ンター 

8.姫神ふるさと学
習センター 

9.玉山生活改善セ
ンター 

10.愛宕山老人福
祉センター 

11.都南老人福祉
センター 

12.上飯岡児童セ
ンター 

13.上飯岡児童セ
ンター飯岡分室 

14.うえだ保育園 

 公共施設保有最適化･長寿命化実施計画 
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 公共施設保有最適化･長寿命化実施計画 
 ○ 施設用途ごとの取組（Ｈ29～31） 
 
 
 
 

 
   
   
○ 計画事業費の推移 
 
 
 
     
    ※計画はホームページでご覧いただけます（「公共施設保有の最適化と長寿命化」で検索） 
 

施設用途  (2) 支所・出張所 所管課等 
市民登録課、都南総合支所、税
務住民課 

中期計画における具体の方向
性（10年間） 

  合築施設の見直しに伴い、地域拠点施設への機能移転に取り組みます。 
  薮川出張所の、地域拠点施設として建て替える藪川出張所・薮川地区公民館の合築館への移転、
現建物の地域譲渡 

実施計画期間における取組 

対象施設 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

青山支所 ◆実施設計 大規模改修工事 - 

飯岡出張所 基本構想策定 ◆実施設計 修繕 

区 分 H29 H30 H31 Ｈ32以降 

事業費（億円） 23.7億円 43.8億円 51.6億円 

         
Ｈ31年度と同規模を  
中期計画では想定 

 

多額の更新費用を要す 
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  少子高齢・人口減少により財政の厳しさが増大 
   

・0～14歳は，現時点でピーク時の６割
に減少 （H47年には４割まで減少） 
 

・15～64歳は，現時点でピーク時の９割
に減少 （H47年には７割まで減少） 
 

・一方，65歳以上は，年少人口ピーク時
の３倍に増加。（H47には４倍に増加。） 

人口減少により税収の減少が予想される中 
高齢化に伴い福祉に要する扶助費が増加。 

財政の厳しさが増していく 
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 ＰＰＰ/ＰＦＩ 政府が目指すもの 
    

  【課題】                     【結果】 

厳しい財政状況 

公共施設等の効率的且つ効果
的な整備･維持･更新が必要 

ＰＰＰ/ＰＦＩ 
の活用 

地域経済好循環 

公共施設等の整備・維持・更新 

 ・優先的検討規程策定要請（平成27年６月30日閣議決定） 

 人口20万人以上の自治体に，一定規模以上の事業はＰＰＰ/ＰＦＩを検討するよう要請 
 

    【一定規模の基準】 
      事業費の総額が 10億円以上の公共施設整備事業（建設、製造又は改修を含むもの） 
     単年度の事業費が１億円以上の公共施設整備事業（運営等のみを行うもの） 
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 しかし，何もしないでいると・・・（盛岡市域の状況） 
 

厳しい財政状況 

公共施設等の効率的且つ効果
的な整備･維持･更新が必要 

ＰＰＰ/ＰＦＩ 
の活用 

市内総事業費の縮小 

大手企業に仕事を取られ
てしまう・・・ 

  ・公共事業（PPP/PFI）案件を形成 
  ・地場の提案力を高め，PPP/PFI事業を主体的に受注する 

補助金の縮減 

震災復興工事の推移は･･･ 本県では 

 
 

将来的な受注機会縮小 
地域経済の低迷を懸念 

安定的な受注機会の創出を目指す 

そこで、官民を挙げて、地場のＰＰＰ／ＰＦＩのノウハウや競争力を高め 
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 盛岡市域の課題 （官民連携の必要性） 

PPP/PFIのノウハウ不足 
案件形成のアイディア不足 
事業実施可能か不安 
財源不足 

PPP/PFIのノウハウ不足 
提案力・競争力不足 
人件費が無駄になるのでは 

・官民のノウハウ不足を補完 
・事業実施しやすい案件を形成 

案件形成能力の向上 
民間のアイディアを吸収 
実施の可能性を事前確認 
民間資金を活用し案件増 

競争力のある提案へ 
提案しやすい案件増 
工期の平準化など事業 
実施しやすい発注増 
受注機会の増大 

 

盛岡地域の課題 
 

対話 
事前対話・個別対話 等 
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 Ｈ28 内閣府 地域プラットフォーム形成支援 

プラットフォームを形成するための内閣府支援 (全国６番目:東北初) 
 
 ○盛岡市官民連携プラットフォームセミナーを４回開催 
 
     

地域企業、金融機関等を中心に延240名参加 

    第１回 PPP/PFIの基礎的知識の習得 
    第２回 民間提案制度の事例紹介 
    第３回 地域企業の参画方法 
    第４回 地場企業及び大手企業による事例報告  



２ もりおかＰＰＰプラットフォームの概要 
  及び今後の取組  

10 
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 もりおかＰＰＰプラットフォームの概要 

(1) 設置目的 
 

 ① 公共施設マネジメントを着実に推進  
 ② 民間事業者のPPP/PFIに関するノウハウ習得と 
   事業参画に向けた競争力強化  
 ③ 案件形成に向けた官民の情報共有及び対話の促進  
  

          これらを継続的に展開する場 
 
(2) 取組内容 
 ・  他都市の事例研究などを通した事業遂行力や提案力 
     向上に向けたセミナー開催 
 ・  異業種間のネットワークの形成 
 ・  個別事業に関する情報提供と意見交換 
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 もりおかＰＰＰプラットフォームの概要 

(3) 運営体制 
  設置者である盛岡市とともに、運営の核となり活動する  
   団体・機関で構成された「コアメンバー」により企画・運営 
 
   ＜コアメンバー＞ 
   ・株式会社 岩手銀行 
   ・株式会社 東北銀行 
   ・株式会社 北日本銀行 
   ・盛岡信用金庫 
   ・盛岡商工会議所 
   ・盛岡市建設業協同組合 
 
 



(4) プラットフォームの活用場面 
  ・事業発案時（案件を見つける） 
  ・事業内容検討時（事業成立条件・手法等の検証） 
  ・事業実施時（具体の提案へ） など 
 

＜事業発案時のイメージ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       ※事業内容検討に続く 
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 もりおかＰＰＰプラットフォームの概要 

（出典） 日本経済研究所「平成28年度盛岡市域におけるPPP/PFI地域プラットフォーム形成に関する調査検討支援業務報告書」を一部加工（平成29年） 
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 もりおかＰＰＰプラットフォーム（対話の方法） 

(5) 対話の方法 
①行政と民間が直接対話を行う（情報共有） 

  行政と民間が直接対話を行う 

  意見交換会 ワークショップ 

概要 参加者全員ある

いはグループ単位

で、テーマについ

て意見を交換する。 

グループでテーマ

について議論を行

い、参加者が主体

的に参加・体験する。

グループ単位で提

案や成果をまとめ

上げる。 

目的 理解を深める 提案力を高める 

  

実施のタイ

ミング 

（個別）事業公募

の前まで 

（グループ）事業

検討の早い段階 

事業検討の早い

段階 

対話の相

手 

個別／多数 多数 

効果 産官金が、それ

ぞれの考えている

ことを知ることがで

きる。 

産官金が、それぞ

れの考えていること

を知ることができる。 

協力しあってまと

め上げることで、提

案力が向上する。 

実施事例 盛岡市、習志野

市 

盛岡市 
28年度第２回セミナー「意見交換会」の様子 

28年度第１回セミナー「取組報告」の様子 

（出典） 日本経済研究所「平成28年度盛岡市域におけるPPP/PFI地域プラットフォーム 
      形成に関する調査検討支援業務報告書」（平成29年） 
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 もりおかＰＰＰプラットフォーム（対話の方法） 

②行政が知りたいことについて、民間が提案する 

（出典） 横浜市政策局共創推進室共創推進課「民間事業者との対話による 
      公民連携の取組～サウンディング調査～」（平成27年） 

 

  行政が知りたいことについて、民間が提案する 

  サウンディング調査 

概要 市場調査手法の一つで、対話による方法。対話の

相手方を公募し、公平性・透明性を確保して民間事

業者への事業者への個別ヒアリングを行う。 

検討の段階や事業者公募前の段階で実施。 

目的 対話①：事業検討に向けて、市場性の有無やアイ

デアを把握する 

対話②：事業者の参加意向を把握し、事業者がよ

り参加しやすい公募条件を設定する 

実施のタイ

ミング 

対話①：事業検討の早い段階 

対話②：事業者公募の前（公募要項の作成に向け

て） 

対話の相

手 

個別 

効果 ■公共の成果 

 ・事業成立の確実性が向上 

 ・正式な場で民間事業者と対話をしたという事実は、 

  庁内意思決定の際の説得材料として有効 

 ・想定外の民間事業者の参加 

■民間の成果 

 ・公共の事業方針や考えを直接聞ける 

 ・民間事業者の考えを伝えることができ有意義 

 ・公募時のよりよい提案の作成につながる 

実施事例 横浜市「サウンディング調査」、浜松市「科学館リ

ニューアル事業サウンディング」他多数 

（出典） 日本経済研究所「平成28年度盛岡市域におけるPPP/PFI地域プラットフォーム 
      形成に関する調査検討支援業務報告書」（平成29年） 

 

当市も実施予定 
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 もりおかＰＰＰプラットフォーム（対話の方法） 

（出典） 浜松市ホームページ「浜松科学館リニューアルにおけるサウンディング型市場調査について」（平成28年） 

 

②行政が知りたいことについて、民間が提案する 
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 もりおかＰＰＰプラットフォーム（対話の方法） 

③民間から行政に提案（行政に働きかける） 

（出典） 福岡市ホームページ「「民間発案」・「民間提案」の 
受付スケジュール及び対象事業一覧表」（平成29年） 

 

  民間から行政に提案 

  民間発案制度 民間提案制度 

概要 事業化に向けたア

イデアの提案（PFI法

に基づかない任意の

提案） 

PFI法第6条の規定に

基づき、PFI事業を実

施しようとする民間事

業者が行うPFI事業実

施方針案の策定に関

する提案 

目的 計画の川上から、

民間事業者の意見を

取り入れる。 

民間事業者が公共

に代わってPFI事業の

詳細な案を提案する。 

実施の

タイミン

グ 

事業検討の早い段

階 

実施方針公表前 

対話の

相手 

個別 個別 

効果 行政では想定でき

なかった発想による

提案を期待できる 

民間からの事業提案

のため、事業成立の

確実性が高い 

事例 福岡市、盛岡市 福岡市、盛岡市 
（出典） 日本経済研究所「平成28年度盛岡市域におけるPPP/PFI地域プラットフォーム 
      形成に関する調査検討支援業務報告書」（平成29年） 

 

当市も同様の民間提案制度を構築予定 
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 もりおかＰＰＰプラットフォーム（対話の方法） 

③民間から行政に提案（行政に働きかける） 

（出典） 福岡市ホームページ 「ＰＰＰロングリスト」（平成28年）           （出典）福岡市ホームページ「ＰＰＰショートリスト」（平成29年） 

 



プラットフォームの特徴 
・フラットな立場 
・緩やかなつながり 
・異業種間の交流 
・ビジョンの共有 

 

● PPP/PFIプラットフォームの役割 
・公民連携事業に関するノウハウを深める場 

・PPP/PFIネットワークを構築する場 
・PPP/PFIを担う人材・仕組みを育成する場 
・ビジョンを共有する場 
・ビジョン実現に取り組む場 
・プロジェクト創出・推進の場 
・事業パートナー選定の場 事業案件の形成に向けた検討・準備の場 

もりおかＰＰＰプラットフォーム 概念図 

 
 
 
 
 
 

盛岡市公共施設保有最適化・長寿命化計画（長期計画・中期計画・実施計画） 

•H28～H37の10年間で，計271施設の長寿命化工事を実施（総事業費約542億円） 

•最適化･･･個別施設の方向性を定め，施設の複合化，譲渡，解体，転用，減築等による施設保有量の総量縮減 

•長寿命化･･･耐用年数80年を目指し，長寿命化工事を実施（築後概ね20年・60年で修繕，40年で大規模改修） 

公共施設マネジメントの推進 

持続可能なまちづくりの実現 

建築物系施設 都市基盤系等施設 

個別施設計画 

•道路・橋りょう，河川，公園，上水道，下水
道，病院，市場等 

 

盛岡市公共施設等総合管理計画 

官民対話 

事業化へ 

             

クローズ（コンソーシアムの組成） 

オープンな場 
（地域プラットフォーム） 

産 学 官 金 

もりおかＰＰＰプラットフォーム 

情報共有 意見交換 
サウンディ
ング 

ネットワー
ク 

ノウハウ 
習得 

普及啓発 

事業案件の形成 

民間が主役の「稼げる」まちづくり 

設置主体：盛岡市 

コアメンバー：岩手銀行，東北銀行，北日本銀行，盛岡信用 
 金庫，盛岡商工会議所，盛岡市建設業協同組合 

コアメンバーの役割 
もりおかPPPプラットフォームが，参加者にとって意義あるものと
なるよう，市とともに事業の企画立案及び諸調整を行う。 

財政負担軽減を図りつつ，施設保有の
最適化，長寿命化を計画的に推進 

新たな事業機会
の創出 



(6) 今後の予定 
 ○ 平成29年度の活動方針 
  次の事項に重点を置き，今後の継続的な活動につながる土台づくりを行う。 
 

 ① 多くの民間事業者の参画 
  ア  案件情報の発信 
    実施計画，ショートリスト，ロングリストの情報提供 
  イ 地元事業者による民間提案領域の検証 
    中期・実施計画事業において，民間提案が可能な領域を検証する。 
   特に，地元事業者が発案可能な小規模な案件から検証し，民間提案や 
   事業機会創出が継続的に行われる仕組みを構築する。 
 
 ② 民間提案制度の構築 
  ア  民間提案制度の構築 
   平成29年度中に民間提案制度を構築する（30年度に提案募集開始予定）。 
  イ 利用しやすい制度の構築 
   民間事業者の負担が少なく利用しやすい制度を構築する。 
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 もりおかＰＰＰプラットフォーム（今後の予定） 
  



   ○スケジュール 
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 もりおかＰＰＰプラットフォーム（今後の予定） 
  

開催時期（予定） 内 容（予定） 
 
 

第２回 
（29年10月） 

 

【民間提案の具体的可能性検討】 

◆官民対話制度について（国の制度検討状況を報告，提案事業
者へのインセンティブ付与状況） 
◆事例紹介（他自治体の大規模改修案件を複数例紹介） 

◆意見交換（大規模改修工事における民間提案の可能性：どの
ような点で官民連携が可能かを議論） 
 

 
第３回 

（30年１月） 

 

【民間提案制度（案）説明】 
◆民間提案制度（案）説明 
◆民間提案の仕方について（経験事業者等による事例紹介） 
◆事例演習（個別案件） 
 

 
第４回 

（30年３月） 

 

【案件募集】 
◆次期実施計画（H30-32）周知（次年度工事リスト説明） 
◆ロングリスト・ショートリスト公表（H30）（提案対象案件説明） 
◆民間提案募集開始について（提案方法説明） 
 



火葬棟・・・鉄筋コンクリート造2階建て 3,733.04m² 
 
 

(7) 盛岡市域の案件情報（実施済及び検討中の事業） 
 

○実施済 
 
 
 
 
 
 
○検討中 
 
 

 
 
 
 
   （参考資料のとおり） 
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 もりおかＰＰＰプラットフォーム（盛岡の個別情報） 
  

盛岡市斎場やすらぎの丘 

整備手法：ＤＢＯ方式 
（官が資金調達，民間事業者が設計・建設・運営） 

盛岡第２合同庁舎 盛岡中央消防署 

今後は、大小様々な分野に展開 

(仮称)盛岡学校給食センター整備運営事業 

盛岡バスセンター再整備事業 

など 

公共施設保有最適化・長寿命
化中期計画・実施計画の大規
模改修 等 

盛岡南公園野球場（仮称）整備事業 

盛岡市動物公園公民連携事業 



  今後のプラットホームの開催情報や案件情報を，メーリングリストやホームページ等 
  でお知らせして参ります。是非，御確認ください。 
 
 盛岡市トップページ >市政情報 >市の政策・企画 >公共施設保有の最適化と長寿命化 
 

   ○公共施設保有の最適化と長寿命化のための基本方針 
   ○公共施設の利用運営状況 －施設カルテ－ 
   ○公共施設等総合管理計画 
   ○公共施設保有最適化・長寿命化長期計画 
   ○公共施設保有最適化・長寿命化中期計画 
   ○公共施設保有最適化・長寿命化実施計画 
 
 盛岡市トップページ >市政情報 >市の政策・企画 >PPP/PFI地域プラットフォーム 

   ○昨年度の盛岡市官民連携プラットフォームセミナー開催状況（全４回）  
 
 
                 御清聴ありがとうございました。 
 
         問い合わせ先：盛岡市 財政部 資産経営課 
           Tel 019-603-8007（直通）  Email sisankeiei@city.morioka.iwate.jp 
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おわりに 

http://www.city.morioka.iwate.jp/index.html
http://www.city.morioka.iwate.jp/shisei/index.html
http://www.city.morioka.iwate.jp/shisei/machizukuri/index.html
http://www.city.morioka.iwate.jp/index.html
http://www.city.morioka.iwate.jp/shisei/index.html
http://www.city.morioka.iwate.jp/shisei/machizukuri/index.html

